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1961年 9月兵庫県加古郡稲美町見谷山天が池( 通称裏 の高さ0 2澗 ---"'-0. 511111l、触手は{>'I'ijJ、じ 0 ，2111吋ij後と L、ぅ祢
の池) および稲美町十七町内が池で、マミズクラゲの雌 めて小さいものであったc

雄二系統か別々に大発生したので、ここにその概要を報 }  
告したし、 l から10月上旬にかけてマミズクラゲ力、大発生 L 、水制の
1  マミスクラゲの出現状況 I  1到する午後ιi土ボタン雪が降ったようι頁rlいなって
我が国で、最初にマミズクラゲ( 淡水水母) が発見され 浮上 L たι 」れは県立加，1，'Jl li曲高校生柴HI忠彦君じょっ
たのは1921年( 大正10年) 9月三重県津市新町の古井戸カ 1 て発見されたもので、同年 9月 5 日iこw昔、 L たものをび
らとれたもので、 丘浅次郎氏カ Limnocodium isea- んに人れて学校に持参したので、早速検，}.j L たと二る伊
n u m  O k a と命名した乙今はこの井戸もなく、 日本村 バ池のものと l司種の Craspeclacllsta so¥¥e 1'hyi Lanke 
産のこの種はそれ以来とこカ、らも採集されてし、なL 、 stelのuMtばカ= りであった( 凶 1 参照)， 
! 世界の温帯地方に広く分布しているマミス
クラゲ'Lt、Craspedacusta sowerbyi Lank-
esteI であって、 1880年( 明治13年) ロンドン
のリシェント公園の水槽の中に発見され、同
年にランケスターによって報告されたの方最
初である O それ以来、ヨーロツパ・アメリカ
・アジアなどの温帯地方、フィリッピン・中
央アメリカ・南米なとのI l l i 熱帯にも分布する
ことカ1わかったへ北海道大学の内田亨| 専士μ
よると、暢子江沿岸がこの積の本拠であるら
しレゥ
このC. sOKe1'byiが我カ¥ 閑て、初めて発見さ

れたのは1928年、 1929年( 昭和 3、 4年) の| 何年で、東
京都目黒区駒場の東大農学部水産学教室の水糟に秋発生
したものである C その後しばらく発見されなカ tっこ刀 i

第 2次世界大戦後、日本の各地から発見されるよヲ= こな
マー

兵庫県では1952年( 昭和27年) の初秋に、伊丹市の北
方緑が丘公関内にある伊丹池に出現したもの
を、県立伊丹高校生によって偶然発見され、同
校の宮脇嘉一・岡本高一両教諭によって研究
発表されたのが最初である。そしてこの伊FJ
池では翌年: 土発生せず1954年 8月無数に出現
し、それ以来毎年 8 月中旬から10月初旬まで
多数現われ話題をにぎわしてし、た。また、1955
年 9 月には尼崎市でも発生したようである。
1960年 9月には高砂市内の熱帯魚水槽で発

生したものを、明石市立水族館坪井1i.祐氏に
よって発見研究されたυ それによるとこ二のマ

図 1 天が池産 マミズクラゲ
ふれ打、新|品lやラジオで報道されにと 4 う、 4 の池より

東南; ) kmの稲美町| じ田lの内カれ也で{ " 浴生 L ている) と
立地元の力u-，什IIVJ，i同校生ii11到T 代了さんより遁絡を受!t
に) 金二で、 4これまた 9 月 8 日収集lihιつL、てnH1)べにと
4 ん. 今度はC 討o¥¥'e 1'hy iの士fi (;tρ、りきあるニとを確認
L た( !百12 参照)う

図 2 ， I;'J泊自由時 マミスクラゲ

一 149 ー



この維の方は雌に比して体も小形で、生殖巣も小さL、が
逮動は活殺で水槽内で 2週間以上も生き続けた。このよ
うに雌雄二系統が比較的近い別々の池で大発生したこと
は珍し¥ ，、事実と考えられる c

この稲美町の新産地を加え、我が国で今までにマミズ
クラゲ (c. sowerbyi) の発見された所を北カ aら順にま

ものう やながわ
とめると、北海道の札幌・宮城県桃生郡・福島県梁川町

かなさごう
. 茨城県日立および金砂郷村・東京都渋谷区駒場・北品

こまえ
川および北多摩郡m江・横浜市金沢区六浦・神奈川県小
田原市・新潟県小須戸町・福井県栗田郡・富山・京都・
兵庫県伊丹市・尼崎市・高砂市・稲美町( 2か所) ・熊
本市・長崎市などの20か所で、戦時中につくった防伊水
槽や自然の池などに発生したものが多L 、。
E  マミズクラゲ (C. sowerbyi) の形態

る L ヵ、し、発育段階によって梅めて微小なものもあ
る。神戸大学の奥田義雄博士は、 1961年 9月14日に天が
池で採集されたものをポリエチレンの袋に入れて帰神さ
れ熱帯魚用水槽に数個体入れておかれたとニろ、 3 日後
にカサの直径僅かに0.3酬のマミズクラゲを得られた。こ
れはポリプから切れたばかりの珍しL、ものであった。
成長した個体は、ほぼ半球形のカサを有し、寒天質は

らいもの糸状の触手を持ち、触手は中空でその長さはO.
2捌から12m"1まで長短いろL、ろである。
胃腔は大きく、上方は 4本の放射管に連絡し、下方は

細い口柄となり、 4個の口層となって開レてしる。平衡
器は触手の間にあって、その数は触手の約半数である。
津産の C. iseanaとのおもな差は平衡器であって、前者
(c. sowerbyi) の平衡器が細長く縁膜中にのびて求心
管をつくるのに対し、後者では球形、あるし、は長円形で
あって縁膜に求心管をつくらなレ点で区別できる O

刺胞は口憾の周聞やカサの縁辺ならびに触手上に多く
分布してL 、る。天が池で泳L 、でし、た子供が皮膚に痛みや
かゆみを覚えたのは、この刺胞に刺されたためである O

雌雄異体で、生殖線は 4個あり、カサの内側の放射管
の付近にある。雌では卵巣がよく発達しているが、維で
は精巣は比較的小さく、体全体もまた小形で雌に比しカ
サの直径で約 3棚ばカもり小さい。
受精は体外の水中で行われ、受精卵が発達するとポリ
プになる。
置 マミズクラゲの生活史
この種はポリプが泰になって生じ、出芽その他の無性

生殖でふえ、夏になって水母を出芽し、その水母が有性
生殖をしてポリプを生ずる。ボリプは非常に小さく簡単

らし、で、 1個のポリプは 2酬以下のようである。( 図3
参照) ポリプは足盤で水草や朽木などの他物に付着して
いるが、静かにはうこともできる。ポリプは温度が下がる
と収縮してキチン質の被レを分泌して休眠状態になる。
この状態になったものは低温や乾燥に耐える力が強レの
で、この状態で速し、場所へ運ばれるものと考えられる。
内田亨博士は、我が国で戦後急に各地でマミズクラゲ

が発生した理由について次のように述べておられる。
「おそらく中国からの帰還者か、あるし、はアメリカの進
駐軍によってもってこられたのであろうと思う 6 もちろ
ん水母の形でもってこられたものではなL 、ことは確カ‘で
ある。この種のポリプは構造がきわめて簡単であり、小
さL 、のであるが、冬になると細胞の塊になってしまって
その表面にキチン質の被いをつけてしまう。おそらく水
が乾れた場合には、タマムシやF ノレマムシのように、乾
L  、た不規則な形となって空中にはこばれることがあり、
これが水を得たときに再生してボリプとなり、条件がよ
いときに水母を出芽するのであろう」。
これに関連して伊丹池に発生したクラゲにつし、ては、

宮脇・岡本両氏によると「多分アジア大際或はアメリカ
大陸から近くの伊丹飛行場への飛行機の荷物と共に、ポ
リプ時代に付着L て来た様に考えられる」とあると
それでは、稲美町に発生したものはどこからどのよう
な経路によって来たものだろうか。もちろん詳細は不明
であるが、おそらくボリフ。の形で運ばれたものが、偶然
環境の適した両池に大発生したものであろう c しかしな
がら、両池ではまだポリプの発見までに主ってし、なL 、の
で、生活史を明らかにするためにも是非ともポリプを探
し出したL 、ものである。
W  マミズクラゲの生態
稲美町天が池は、まわりを松林でかこまれた周開約500

m ばかりの穣滋用溜池で、 1961年 9 月11日の調査1では池
の中央の水深は約 3 mで、底は泥が深く、また、植物性
プランクトンが多いためか池の水は黄緑色に法iり、午
後 3時の水温は310 C、pH6.4を示した。池の中央より西
寄りにアカマツの生えた小さな社のある島があり、これ
を地元の人達は弁天さんと呼んでし‘るn 午後 5時頃とも
なると、この鳥の周辺には無数のマミズクラゲが浮上し
壮観を呈する。そして採集したクラゲ約1 ， 000個体につ
いて調べてみたところ全部雌はかりであったっこの池は
付近にある他の池のように水面にヒシなどの植物がない
ため、毎年子供達のよい水泳場になるらししもし今ま
でにクラゲが発生しておれば当然わかってし、た筈で、こ
れをみても 1961年夏にはじめて大発生したことカ‘わか
る。
稲美町内が池は、天が池の東南 5 km、山陽本線土山駅
の北東約 5伽のところにある。 周関1.000礼ばかりの大
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淡水クラゲの停泊史( 利学の実験 No.7、
VoL6，1955) 
マミズクラゲと伊丹池( 採集と飼育 N o
2 ， VoL18， 1956) 
淡水のヒドラとクラゲ( 科学の安験 N o
8 ， VoL9， 1958) 
伊丹池に於けるまみずくらげの発現とそ
の生態について (1958)
淡水産クラゲにつL 、て

ることは稀であると内出亨博元カゐら御教示を頂L、た
| 珂池ともに 8 月中旬頂発生し、 10月 L:.旬まで引続き観

察調査を実施してし、たが、水削除下のためかそれ以後は
全然姿を見せなくなったわ札幌のような土地では水損が

に小さし、クラゲが生じ、 9月始めには消えて L まって生
殖腺は熟さなカ、ったようである しカ， L長崎に1955年に
発生L たものでは12月上旬の初霜の降りるまで川の水力
向く見えるほど多数発生ヵ、続L 、たとのことである。
このクラゲはよく泳ぎ、水楠に入れて観察すると、カ

サの111 < : 縮運動をくりかえしては、上方に昇ってゆく そ
して水両に達すると、収縮運動をやめて、カサの形を平
たく L 、縁膜を下へさげ、触手を長く伸ば L たままで、
ちょうと落下傘が降下するような姿勢で F方へ沈んでL 、
く。また光線のあたってレるときは水面によく間て泳く
が、光線がなくなると底の方へ沈んでしまう〈また大き
な触手を上方に上げるのはこのクラゲの特色であるハ
兵庫県の東照平野には15900もの潤池があるとし、われ
るが、なぜこのうちの 2つの池にだけ- < ズクラゲが発
生したのだろうか。他の池との環境条件の差異はどう
か{ さらにマミズクラゲの生殖・発体とその生活史など
につし、ては今後の研究課題としたL 、
この稿を終わるに当り、直接間接にし、ろし、ろと御指導

を頂いた神戸大学教授奥田義雄博士、ならびに北海道大
学名誉教授内田亨博士に心から御礼申 L 上げるつ
参考文献
内田 平

きな溜池で 9 月11日の調査では、午後 4 時の水温29 0 C、
pH6.4であった) この池の中央より東寄りに池底の水面
上に露出したIJ、さな島があり、地元の人はこれをやはり
弁天さんと呼んでいるハそしてクラゲはこの島の周辺に
最も多く浮上し、子供でも容易に手ですくえるくらし、無
数に発生したn 天が池と偶然の一致とはL、えあまりにも
環境条件がよく似てL 、るのに驚かされるコ
この池のクラケ、は生*i腺を調べた結果では全部雄ばか
りであった。ニのようにマミズクラゲは 1 つの場所に発
生するffi'rt体は全部が責任であるが、または全部iJ;雌である
ことが多l "  
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実問

今村関 3. - < ミズクラゲのポリプカるら水母を生ずる発生段階
関 (P日¥'neによる)
これは雌雄泊 aそれぞれ違った系統のポリブから生じる

ためで、池が遼うと性が異なることがあり得るご一般に
発見される時は同じ系統の場合か多レので雌kffi両方を得 ( 未発表1960)宏祈1坪井

記

この原稿を書き終って一泊、月ほどしてカゐら、神戸では
現代生物学ゼミナーノレが、長田高校の安房先生のお世話
で開カ aれることになった。大変うれしレことでもあり、
多くの人達の参加が望まれる

追(p.200よワ続く)

これらの活動l士、兵庫生物カ iひどく専門的になったと
いう声を意味のないものに L てしまうだろうにl それが兵
庫生物に記載される論文に分析的な方向ばかりでなくし
て、総合的な方向をも見出させるであろう。; t ; j . 論形式に
せよ、輪読形式にせよ、お互の研究の相互批判ができる
場が必要である η このことこそカブマチュアに最も不利
な諸条件を救ってくれる大きな力になると思う内

suzuki



